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グループ会社（ホールディングス体制）



会社概要

・社名 日之出水道機器株式会社

・創業 1919年(大正8年) 6月8日

・本社所在地 福岡県福岡市博多区堅粕5-8-18 ヒノデビルディング

・代表者 代表取締役会長 浦上紀之

代表取締役社長 浅井 武

・営業所 22営業所 7事務所

・直営販社 8社20拠点

・工場 栃木工場、佐賀工場、埼玉工場

・資本金 9千万円

・売上高 237億円 (2022年3月期）

・社員数 812名 (2022年3月末現在）

・親会社 ヒノデホールディングス株式会社

グループ企業 全17社(2022年3月末現在)

4 © 2021日之出水道機器株式会社

栃 木 工 場

佐 賀 工 場

福 岡 本 社

研 究 所



生産・開発拠点

栄製作所
(茨城県筑西市)



物流拠点

岡山物流

佐賀物流 栃木物流

埼玉物流

滋賀物流
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水戸倉庫



営業拠点

本社(福岡市）

東北第1営業所

東北第2営業所

茨城営業所

名古屋営業所

東京営業所

横浜営業所

千葉営業所

静岡営業所

北陸営業所

埼玉営業所

長野営業所
新潟営業所

京都営業所
大阪営業所
神戸営業所

岡山営業所

鳥取事務所

広島営業所
山口事務所

北九州事務所

九州営業所

四国営業所
高知事務所

長崎営業所
熊本営業所
宮崎事務所
鹿児島営業所

群馬事務所

22営業所 7事務所
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直営販社 拠点

九州ヒノデサービス販売㈱
[北九州本社/佐賀支社]

東北ヒノデサービス販売㈱
[仙台本社/福島支社]

北関東ヒノデサービス販売㈱
[宇都宮本社/茨城営業所]

関東ヒノデサービス販売㈱
[多摩本社/埼玉支社/千葉支社

/横浜支社/湘南営業所]

東海ヒノデサービス販売㈱
[名古屋本社/静岡支店]

近畿ヒノデサービス販売㈱
[堺本社/神戸営業所/京都営業所]

日本ハイコン㈱

[米子本社/倉吉営業所/鳥取営業所]

中国ヒノデサービス販売㈱
[広島本社]

8社 20拠点
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茨城県内拠点での防災対応機能
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都市のライフラインに対する事業領域

上水道
整備事業

下水道
整備事業

道路･景観
整備事業

情報･通信
事業

電力供給
事業

ガス供給
事業

仕切弁用鉄蓋

消火栓用鉄蓋

耐震貯水槽用
鉄蓋

FRP製メーター
ボックス

各種バルブボック
ス

レジンコンクリート
製下桝

グランドマンホール

レジンコンクリート製マン
ホール

小型マンホール

基礎調整部モルタル

マンホール昇降用ステップ

災害用トイレ関連商材

マンホール修繕/改築商
品

横断用グレーチング

集水桝グレーチング

雨水桝用鉄蓋

ツリーモール (樹木
保護盤)

プラスチック擬木

橋梁用関連商品

橋梁伸縮装置

CCBOX用鉄蓋

情報BOX用鉄蓋

NTT用マンホール
鉄蓋

NTT用ハンドホール
鉄蓋

線路用樹脂製品

宅内用樹脂製品

配電用鉄蓋

送電用鉄蓋

機器孔用鉄蓋

ターミナル
ボックス

ガバナボックス

水取りボックス

丸型ボックス

角型ボックス
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マンホールカード（自治体発行）

左 ： 草津市

右 ： 水戸市 （みとちゃん）

北九州市下水道事業100周年記念のマンホールふた

（デザイン ： 松本零士先生）

下水道広報プラットホーム http://www.gk-p.jp/mhcard.html



技術イノベーション：「ヒノデ鋳鉄技術」

© 2022 日之出水道機器株式会社

三次元砂型積層造形機
3Dデータ

砂型

RP装置

試作技術

●三次元砂型積層造形機

・3Dデータから直接製作することができる造形機→容易に鋳型修正が可能

・鋳型の積層造型機としては世界最大級です

・最大サイズでも24時間（養生時間含む）で鋳型完成

●RP装置
・3次元CADデータから立体モデルを
自動で作製することができる
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技術イノベーション：「ヒノデ鋳鉄技術」

© 2021 日之出水道機器株式会社

材料開発
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【特長】軽量化・高剛性を実現



ヒノデ鋳鉄技術を活かした事業分野の拡がり

© 2022 日之出水道機器株式会社

インテリア商材
（HinoLabM、Ciel）

建設機械部品橋梁伸縮装置

鋳鉄製グレーチング
（雨水桝用）

鋳鉄製杭基礎
法面補強部材
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鋳鉄製グレーチング
（横断側溝用）



２．鉄蓋円形取替工法“GMラウンド工法”

15



○ 社会インフラ施設の老朽化の現状

１．下水道施設の老朽化の現状

種類 設置数（延長）
2013年3月
（平成25年）

2023年3月
（令和5年3月）

2033年3月
（令和15年3月）

トンネル 10,376本 約20% 約34% 約50%

橋梁 約72万橋 約18% 約43% 約67%

下水道管路 約47万km 約2% 約9% 約24%

河川管理施設 約1万箇所 約25% 約43% 約64%

～ 50年経過の比率 ～
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２．マンホール蓋のストック

・全国の下水道管路総延長は約49万kmとなり、うち50年以上経過が約2.5万km

マンホール蓋は1,600万基で、30年以上経過は約350万基

・管路に起因する道路陥没は2020(令和2)年度には全国で約2,700箇所で発生

30年経過マンホール蓋

約350万基 出典：国交省ＨＰ(一部加筆)

■管路施設に起因した道路陥没件数の推移■管路施設の年度別管理延長(R02年度末)



○ 新聞記事【老朽化マンホール蓋が300万基】

２．マンホール蓋の老朽化の現状

(2018(H30).1.8日経新聞)

(2018(H30).1.8下野新聞)

(2018(H30).1.7上毛新聞)

(2018(H30).6.20日経新聞)



・国内の下水道用鉄蓋推定既設数1,500万基の内、約300万基が老朽劣化や機
能不足のリスク有。

⇒ 年間更新基数は9.6万基・・・更新率は0.6％

・茨城県内の推定既設数44万基

⇒ 年間更新数は1,500基・・・更新率は0.3％

◆ 茨城県は更新率の観点において、全国平均より遅れている状況。

摩耗・段差 破損

飛散･外れ腐食

２．マンホール蓋の老朽化の現状



（参考）社会資本整備総合交付金を活用したマンホール蓋の計画的維持管理
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弊社推奨工法：円形工法(GMラウンド工法)
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弊社推奨工法：円形工法(GMラウンド工法)
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弊社推奨工法：円形工法(GMラウンド工法)



３．老朽化対策および維持管理手法のご提案

○ マンホール蓋の取替工法について

・下水道維持管理指針【実務編】-2014年版-

2014年(H26)発刊

維持管理指針
（下水協）※P150



・ＧＭラウンド工法につい
ては、他の円形工法に比べ
て初期費用が安価

・施工に使用する材料の制
限が無い

・協会を設けておらず、協
会への加入や会費が不要

という特徴がある。

他の円形工法の例

・パラボラ工法

・ＭＲ２工法

・セイフティーフラット工
法

・Ｇ-ＧＲＩＰ工法

等
11

３．老朽化対策および維持管理手法のご提案



３．老朽化対策および維持管理手法のご提案

○ ＧＭラウンド工法について

◆ＧＭラウンドカッターのバリエーション

[GMラウンドカッター]
→ φ600鉄蓋用

[GMラウンドカッターＬ]
→ φ900～1200鉄蓋用

[GMラウンドカッターS]
→ 汚水桝ふた用
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弊社推奨工法：円形工法(GMラウンド工法)

○マンホール蓋等の取替に関する設計の手引き(案)

・上記の手引き(案)のマンホール蓋取替工法の技術資料
例としてGMラウンド工法が掲載。

・目的

本手引き(案)は、マンホール蓋の巡視・点検から取
替までの手順、取替に際しての工事設計上の留意点
等、効率的な維持管理のあり方と方法を明らかにし、
マンホール蓋に関連する不具合を軽減させることで、
予防保全型の管路管理を実施していくことを目的と
している。
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(日刊工業新聞WEB 2018(平成30)年12月5日)

(水道産業新聞 2019(平成31)年1月17日)

(下水道情報誌 2019(平成31)年3月12日)

マンホール蓋(JIS A 5506) ２３年ぶりの抜本改正



構成 項目 JIS A5506 (2018.12.20改正) JSWAS G4 (2009.3.3.1改正)

旧JISからの主改正点

規格 種類 • 球状黒鉛鋳鉄製蓋/ねずみ鋳鉄製蓋
• T-25/T-14
• 呼び600

• 鉄筋CR蓋削除
• T-25/14明記

• 球状黒鉛鋳鉄蓋
• T-25/T-14
• 呼び300～900-600

構造・性能 • 勾配受け構造/平受け構造
• 圧力解放耐陽圧性能

-耐揚圧荷重強さ:60～106kN
-浮上高さ:20mm以下
-車両走行試験:2方向/30km
-残留高さ:10mm以下

• 鉄筋CR蓋削除
• 圧力解放耐揚圧性、転落防
止性追加

• T-25/14耐荷重試験追加
• 球状黒鉛鋳鉄製＝勾配受
け、ねずみ鋳鉄製＝平受け
に区分

• 開閉操作性/不法開放防止
性追加

• 勾配受け構造
• 圧力解放耐陽圧性能

-耐揚圧荷重強さ:60～106kN
-浮上高さ:20mm以下
-車両走行試験:2方向/30km
-残留高さ:10mm以下

材料 • 球状黒鉛鋳鉄(勾配受け構造)蓋:FCD700/枠:FCD600
• ねずみ鋳鉄(平受け構造):FC200/250/300

• 鉄筋CR蓋削除
• FCD500削除

• 蓋:FCD700/枠:FCD600

附属書Ａ
(規定)

転落防止装
置

• 転落防止装置と性能試験を規定 左記のとおり • 転落防止装置と性能試験を規定

附属書Ｂ
(参考)

施工要領 • 枠と上部壁のボルト緊結、高さ調整部材、枠の変形を
防止できるもの、無収縮モルタルの使用

• 取替時のあと施工アンカーは必要な引抜き強度をも
つものを使用

左記のとおり • 枠と上部壁のボルト緊結、高さ調整部
材、枠の変形を防止できるもの、無収
縮モルタルの使用

附属書Ｃ
(参考)

設置要領 • 設置環境に適した蓋の選定が重要(標準、防水、耐圧、
格子(中蓋)、滑り防止、防食・除雪)

左記のとおり • 記載なし
(下水道用マンホールふたの維持管理マ
ニュアルに記載)

附属書Ｄ
(参考)

維持管理要
領

• 蓋は下水道台帳に情報がなく、状態把握にはマン
ホール蓋変遷表が効率的

• 機能不足と性能劣化の2つの観点で評価要
• 巡視（閉蓋で3段階判定）、点検（開蓋し3段階判定）、
調査（開蓋し5段階判定）

• 設置環境を捉えた点/線/面の維持管理頻度

左記のとおり • 記載なし
(点/線/面の維持管理頻度は下水道維
持管理指針実務編に記載)

※下線はJISとG4の相違箇所
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マンホール蓋(JIS A 5506) 主な掲載項目のＧ4との比較



引抜強度106KNを確保、アンカーを確実に固定

⇒取替工事の後施工アンカーとしては最適

※一方で打撃式アンカーは打込む際に下桝を傷付けたり、

引抜強度や固定にバラつきが出てしまう。

弊社推奨品：あと施工アンカー(AAPアンカー)
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製品比較表(あと施工アンカー)



3．橋梁用伸縮装置“ヒノダクタイルジョイントα”
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道路橋示方書の改定内容（伸縮装置）
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走行安全性、耐久性、維持管理性に関して内容拡充。

7項目 H24道路橋示方書 H29道路橋示方書

路面の
平たん性

・車両が支障なく通行できる路面の平た
ん性を確保できること

・車両が支障なく走行できる路面の平た
ん性,連続性及び強さを確保できること

騒音/振動
への配慮

・路面と平たんで段差が小さく,騒音,振
動が発生しにくい伸縮装置が望ましい

・変更無し

すべり
抵抗性

・言及無し
・路面として求められる水準以上にある
こと

水密性
・雨水等の浸入に対して、疲労も考慮し
た高い耐久性を有すること

・変更無し

耐久性
・十分な疲労耐久性を確保
・鉛直荷重100kN+活荷重応力100％

・十分な疲労耐久性を確保
・鉛直荷重100kN+活荷重応力150％

耐摩耗性 ・言及無し
・耐久性の検討にあたっては車両の通行

に伴う部材等の摩耗についても考慮する

施工性
維持管理性

・清掃,点検,補修,取替え等の維持管理を
確実かつ容易に行えるよう十分に考慮。
・初期費用のみならず,これら維持管理
段階の費用についても考慮。

・清掃,点検,補修,取替え等の維持管理を
確実かつ容易に行えるよう十分に考慮
・取替えの際に一次的な通行規制を最小
限に留められるように車線ごとに更新で
きる構造とするなどを配慮

耐久性

水密性

走行
安全性

維持
管理性



伸縮装置に求められる性能
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③耐久性

②水密性①走行安全性

④維持管理性

➢ 高い耐荷重性能
➢ 摩耗への考慮

➢ 高い止水性
➢ 止水材の脱落／劣化防止
➢ 連結部の水密性

➢ 路面と同等のすべり抵抗
➢ 衝撃緩和（段差／振動／騒音）

➢ 取替補修時の交通規制時間短縮
➢ 維持管理コストの低減
（ライフサイクルコストの観点）

ＮＥＴＩＳ登録製品

登録番号：QS-150024-A

ダクタイル鋳鉄製伸縮装置

ヒノダクタイルジョイントα

（HDJα）



ヒノダクタイルジョイントαの特長

耐スリップ性能：表層構造により耐スリップ性能を実現

DFテスターによる
動摩擦係数測定

○現状の課題 ○HDJαによる課題解決

金属溶射処理

剥がれ

表面処理の剥がれ～再補修

・一体成型の突起構造

・長期的に性能を維持



走行性：表層舗装仕上げによる段差解消、平坦性の確保

○現状の課題 ○HDJαによる課題解決

ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ製品As舗装 As舗装

床版 床版

製品As舗装 As舗装

床版 床版

後打ちｺﾝｸﾘｰﾄと周辺舗装との段差 表層舗装仕上げにより走行時の違和感を解消

ヒノダクタイルジョイントαの特長



■走行安全性の比較
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構
造

荷重支持型 埋設型

HDJα 鋼材＋ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾞﾑ＋ｺﾝｸﾘｰﾄ 特殊合材

走
行
安
全
性

●表層構造による
耐ｽﾘｯﾌﾟ性能
⇒雨天時も安定
した性能維持

●周辺As舗装仕上
⇒段差発生し難い

●金属溶射による
耐ｽﾘｯﾌﾟ性能
⇒経年劣化懸念

●後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ仕上
⇒周辺Asとの段差
懸念

●ｺﾞﾑ材の凹凸による
耐ｽﾘｯﾌﾟ性能
⇒平坦性、耐ｽﾘｯﾌﾟ
性に優れる

●後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ仕上
⇒周辺Asとの段差
懸念

●特殊合材仕上
⇒雨天時も安定
した性能維持

◎ △ ○ ◎

ヒノダクタイルジョイントαの特長



水密性：止水材脱落リスクの抑制、連結部の水密性確保

○現状の課題 ○HDJαによる課題解決

止水材劣化、脱落による漏水 止水材への押し込み力伝達を抑制

荷重支持ﾌﾟﾚｰﾄ

連結部からの漏水 止水材と止水パッキンの圧着により連結部の水密性確保

ヒノダクタイルジョイントαの特長



経済性：維持管理性向上によるライフサイクルコスト（LCC）の低減

○現状の課題 ○HDJαによる課題解決

CRの撤去手間、長時間の交通規制 ボルト／ナット構造により部分補修可能

154,100円

154,100円

154,100円

154,100円

164,900円

164,900円

170,000円

101,000円

約50%

一般鋼製タイプ
（設計寿命30年）

一般ゴムタイプ
（設計寿命15年）

HDJα
（設計寿命30年）

LCC：329,800円
（取替1回）

LCC：616,400円
（取替4回）

LCC：271,000円
（取替1回）

約20%

○LCC比較イメージ ※橋梁残寿命60年として試算

ヒノダクタイルジョイントαの特長



施工性：無収縮モルタルにより施工の自由度向上

○現状の課題 ○HDJαによる課題解決

繁忙期の車両手配／工程組み 無収縮モルタル＋表層舗装仕上げ、時期に左右されず施工可能

ジェットモービル車
アスファル
ト

無収縮モルタ
ル

ヒノダクタイルジョイントαの特長



ヒノダクタイルジョイントαの特長



二次止水材

樋型ﾀｲﾌﾟ 現場打ちﾀｲﾌﾟ(ｽｶｲｼｰﾙF2)

地覆止水材

現場打ちﾀｲﾌﾟ(ｽｶｲｼｰﾙF2) 埋め込みﾀｲﾌﾟ
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止水関連オプション資材
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国交省様でのヒノダクタイルα紹介事例
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国交省様でのヒノダクタイルα紹介事例



4．鋳鉄製基礎杭“ヒノダクパイル”
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生活道路等での安全対策の課題

◼ 設置環境に応じた安全対策

一般部（直線部）

⇒車両衝突を想定した防護柵

〇交差点部の課題

〇一般部（直線部）の課題

コーナー部

⇒車両突破阻止性能のある車止め 車両用防護柵が設置したいが、
設置スペースが無い・歩道幅員が確
保できない

人や自転車の通行が必
要であるが、車両が侵
入しない強度のある車
止めが無い

弾性ボラード

車両用

防護柵
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①施工が簡単
・重機不要で基礎施工が可能。
（約12㎏/本）

②施工が早い
・施工時間を約60%短縮
（杭基礎：90分⇔コンクリ基礎：240

分）

③基礎サイズが小さい
・狭隘箇所にも基礎設置可能。
・デッドスペースを最小化。
（有効空間確保）

ヒノダクパイル特徴



スピード施工ですばやい道路解放

DFテスタR85

ヒノダクパイル施工動画



生活道路等の安全対策製品のご提案

歩行者を守るための安全対策製品のご提案

交差点用ボラード
（ボラードの設置便覧に準拠）

生活道路の歩道用防護柵
（防護柵の設置基準・同解説に準拠）

1.8ﾄﾝ車が時速45㎞で交差点に進
入しても、歩道側への突破を抑止

８ﾄﾝ車が時速40㎞で歩道側に進
入した場合、車道側へ誘導する

車重 衝突速度 衝突角度 衝撃度

1.8ﾄﾝ 45㎞/h 15度 140KJ以上

車重 衝突速度 衝突角度 衝撃度

8ﾄﾝ 40㎞/h 10度 15KJ
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生活道路等の安全対策製品のご提案

耐衝撃性ボラード ＋ ヒノダクパイルＳ（１５０）

乗用車（セダン）の衝突に
対して、ボラード4本を
1.5mピッチで連続設置して、
歩道側への侵入を抑止する
ことを実験で確認。

※ボラード便覧の種別Ｈb
に準拠した実験

特長①ボラード便覧の規格に準拠した性能

800㎜

850㎜

特長②支柱破損後に基礎の撤去～
再施工が不要

衝突後に支柱は簡易に引き抜けるた
め、基礎は再利用のまま再施工が可
能で、補修コストが安い
※周辺の地盤が破損していないことが条
件 50



生活道路等の安全対策製品のご提案

生活道路用柵 ＋ ヒノダクパイルＳ（140）

特長①防護柵の設置基準・同解説の規格に準拠した性能

155㎜

特長②狭い空間でも設置可能なコンパクトな組み合わせ

幅員が狭い生活道路でも、設置がし易い省スペース型の防護柵です。
防護柵断面は一般的な車両用防護柵（GP）と比較して、40㎜程度小さくなりま
す。
基礎は、ヒノダクパイルを組み合わせることで、最小の掘削量で施工が可能です。

コンクリート基礎
□450×H700に対し
て掘削量70％削減

300㎜

※防護柵本体は積水樹脂社の製品です。

350㎜
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防護柵

P種防護柵
（横断防止柵、転落防止柵）

高強度P種
（1t車対応）

生活道路用防護柵
（8t車対応）

耐衝撃性ボラード
H型ボラード

（ボラード設置便覧規格対応品）

標識
反射鏡

支柱径60.5㎜~89.1㎜まで対応

フェンス
目隠しフェンス
メッシュフェンス

様々な現場に活用可能

ヒノダクパイルの活用方法事例



5．鋳鉄製グレーチング“GRシリーズ”
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道路法等の一部を改正する法律（改正法） 平成30年9月30日施行

◼ 道路占用者の責任明確化、道路管理者の権限拡大

【改正前】

○道路占用者が占用物件の維持管理義務を負う旨の規定なし

○道路占用者の責任の所在が不明確

○道路管理者の許可条件違反者に対する権限が限定的

出展：国交省HP

【改正法の概要】

○道路占用者の占用物件の維持管理義務を負う旨を規定

（占用物件の維持管理義務）

○道路管理者が占用者の維持管理義務違反に対して、是正

のため必要な措置を命ずることが可能。

（是正措置命令権限の適切な行使）



身近にあるリスク

◼ 自転車タイヤの嵌り込み



◼ 道路上に設置される構造物に求められる性能とは？

道路構造物が求められる性能

①耐久性

・重交通環境でも壊れない強度。

②平坦性

・段差や穴ぼこはNG、安心して走行／通行できる状態。

③耐スリップ性

・感覚ではなく技術的裏付け。

・自動車、バイク、自転車等、に対する安全性。



①冠水対策に有効
・冠水要因である落葉による閉塞を軽減
する構造。

②自転車道対策
・耐スリップ表層構造、隙間最小化による
タイヤ嵌り防止。

③景観性に優れる
・周辺景観との親和性（鋳物の風合い）

L型街渠ます用鉄蓋 GR-L



○自転車道対策

・アングルと蓋の隙間を5㎜以下とすることではまり込みを防止

・タイヤが載り得る範囲には耐スリップ表面突起を採用

隙間5㎜以下

L型街渠ます用鉄蓋 GR-L
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①傾斜施工が可能
・アジャスト工法による路面擦り付け
（20%傾斜まで対応可能）

②がたつかない
・蓋枠一体構造によりガタツキを防止

③すべらない
・マンホール蓋から転用した耐スリップ構造

④壊れない
・材質はダクタイル鋳鉄（FCD700）

⑤景観性に優れる
・周辺景観との親和性（鋳物の風合い）

横断側溝用グレーチング蓋 GR-U/GWA



61

GRシリーズ茨城県内実績MAP




